
パネル討論２ 
 「地域社会への実装に向けてー社会技術の共有化へ」 

桐生市長 亀山豊文 

群馬大学理工学部と連携した、

「元気で活力ある地域づくり」 

（群馬県桐生市） 

地域が元気になる脱温暖化社会を！ 
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桐生市の紹介 

 山紫水明の豊かな自然環境 

 様々なものづくり技術が集積 

 赤城山の麓に位置し、渡良瀬川や桐生川の清流が流れる、
水と緑に恵まれた山紫水明の街。 

 かつて「織都」として顕著な発展を遂げた「繊維の街」。 
 繊維産業を原点とした多種多様な「ものづくり基盤技術」が集積。 
 （繊維関連産業、自動車部品、パチンコ関連産業 等） 

 伝統的な建造物や歴史的街並み 
 「織都」としての伝統を今に伝える近代化遺産が数多く残存。 
 今もなお２００棟以上残存する「ノコギリ屋根工場」や、蔵が立

ち並ぶ歴史的な街並みは、貴重な地域資源となっている。 
 本町一・二丁目地区が、「重要伝統的建造物群保存地区」に指定。 

 「まちと大学」が共存共栄 
 桐生高等染織学校を前身とする「群馬大学理工学部」は、設立

当初から、地域産業界との深い繋がりの中で発展。 
 １００年近くに亘ってまちに根付き、市民からも愛されている

「知的財産の宝庫」。 
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【市政推進の柱】 
● 子育て支援 
● 元気なまちづくり 
● 安全・安心なまちづくり 

子育て 

 
 

活 力 

 
安 心 

 

桐生市の将来都市像 

伝統と創造、粋なまち桐生 
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群馬大学理工学部と連携した 

「元気で活力あるまちづくり」 

 産業界、群馬大学、市による連携組織「まちのなかに大学があり、大学の中
にまちがある推進協議会」を設置（H13～）。 

 「群馬大学と桐生市の相互協力と連携推進に関する包括協定」を締結（H19）。
地域産業の振興はもちろん、教育、まちづくり分野まで連携体制を構築。 

 国・県等と連携を図りながら、新技術・新製品等の研究開発を積極的に推進。 

 地域経済にも波及効果をもたらし得る、連携成功事例が着実に増加中。 

 まちづくり全般に亘って、産・学・官・民による連携が徐々に拡大。 

 近年は、環境関連の取組事例が活発化。 

「まちと大学との共存共栄体制」の構築・拡充 

 産学官連携を通じた、新技術・新製品等の開発促進 

 産・学・官・民が一体となったプロジェクト展開 
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群馬大学理工学部を核とした産学官民連携プロジェクト 
「地域力による脱温暖化と未来の街－桐生の構築」 

｢産学官民｣が一体となり 

様々なプロジェクト展開 
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低速電動コミュニティバス「ＭＡＹＵ」 
産学官の英知と技術を結集 

 群馬大学次世代ＥＶ研究会と地域製造業 
 （約３０社）の連携により開発。 
 販売促進による地域製造業への波及効果にも期待。 

「環境先進都市」に向けたＰＲ役 

 「ＭＡＹＵ」の愛称で、市民からも愛される存在。 
 群馬大学理工学部を核とした「産学官民連携」の

シンボル的な役割を期待。 

 「観光誘客」促進への期待！ 

 重伝建地区を中心としたバス周遊による 
 「観光的価値」向上への期待。 
 点在している観光施設、伝統的建造物等を繋ぐ

足としての期待。 

「産学官民」連携のシンボルに！ 

 「環境に優しいバス」として、全国から注目！ 
 「環境先進都市」を目指す桐生市のＰＲ役と 
  して期待。 
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総務省「地域経済循環創造事業」に採択 

【事業名】 
低速電動コミュニティバスと桐生市の地域
資源を融合させた「環境観光」の事業展開、
及び当該バスの活用拡大による地域製造業
の活力向上推進事業 

【事業概要】 
① 重伝建地区を中心として、バスと桐生市の地域資源を融合させた「環境

観光」を切り口とした新たな観光案内事業を展開することで、観光誘客
を促進し、交流人口の拡大、商店街活性化、雇用拡大等に繋げていく。 

② バスの魅力や活用実績等を全国に発信し、バスの利用拡大、販売促進を
図り、製造する地域製造業にも波及効果をもたらしていく。 

産 学
官 金 

㈱桐生再生 

+ 地域企業 

群馬大学 

+ 関連機関 

桐生市 群馬銀行 
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観光ガイド事業 

バスの魅力・活用
方法等の発信 

他市町村等へ 
のレンタル事業 

観光誘客に伴う交流人口の増加 

各種事業協力企業の売上拡大 

連携成果のＰＲを通じた 
産学官連携の更なる促進 

各種事業に関わる雇用拡大 
（ガイド人材、運転手等） 

バス製造・維持管理等に関わる 
地域企業の売上拡大 

「環境先進都市」に向けた都市ＰＲ 

飲食店・商店等への波及効果 

「経済循環創造」に向けた取組み・目標 

その他、収益事業 

まちづくり全般に
おける有効活用 

桐生市・群馬大学等 

㈱桐生再生＋地域企業等 

環境関連の技術、人材等の誘致 
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広報誌を活用した市民への情報発信 

広報きりゅう（平成２５年１１月号） 9 



「実証」成果を「実装」へ！ 

 ＭＡＹＵを活用した「経済循環創造」の推進 

 環境関連プロジェクト成果の実用化を促進 

 脱温暖化プロジェクトから派生した新たな取組み 

 環境関連産業を地場産業の一翼にするべく実用化を促進。 
  → 「夢のあるまちづくり」 

 義務教育世代の子供たちを対象に、各種体験を通じて、桐生が持つ
「地域力」を学び取ってもらうプログラム「未来創生塾」が進展中。 

 地域人材育成プログラム「サイエンスドクター事業」が開始。 

 ＭＡＹＵの有効活用モデルを構築しながら、地域経済における経済
循環を次々に生み出していく！ 

 実証成果を実用化させていくことで、地域社会が抱える「課題を
強みに」変えていく！ 
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